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シリーズ第34話

市民病院発

●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
発
が
ん
性
の
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

の
感
染
が
原
因
で
子
宮
の
入
口
に
で

き
る
が
ん
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
多
く
の

場
合
、
自
然
に
排
除
さ
れ
る
の
で
す

が
、
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
一
部
の
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
長
期
間
続
く
と
、

子
宮
頸
部
の
細
胞
が
異
常
な
形
態
（
前

が
ん
病
変
）
と
な
り
、
さ
ら
に
前
が

ん
病
変
の
一
部
が
、
が
ん
細
胞
へ
と

変
化
し
ま
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

100

種
類
以
上
あ
り
、

そ
の
中
で
も
女
性
生
殖
器
関
連
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
は

40

種
類
前
後
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
発
が
ん
性
の
も
の
は
10

数
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
が
ん

性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
が
、
性
交
経
験
の
あ
る
女
性

の
約
８
割
の
方
が
一
生
の
う
ち
に
一

度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ

ど
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
幅
広
い
年
代
の
女

性
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
最
近
で

は
20

代
か
ら
30

代
の
方
に
急
増
し

て
い
ま
す
。

　
も
し
、
子
宮
頸
が
ん
に
な
っ
て
も
、

は
じ
め
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
、
自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
は
一
度
排
除
さ
れ
て
も
、
何
度
で

も
感
染
す
る
た
め
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
な
ど
し
て
早
期
発
見
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
く
初
期

の
段
階
で
発
見
で
き
れ
ば
、
多
く
の

場
合
、
子
宮
を
温
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
進
行
す
る
と
子
宮
全
体

の
摘
出
や
放
射
線
治
療
、
薬
を
使
っ

た
治
療
も
必
要
と
な
り
、
妊
娠
や
出

産
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
従
来
、
日
本
に
お
け
る
子
宮
頸
が

ん
の
予
防
に
は
定
期
的
な
検
診
以
外

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
外
で
は
す

で
に
100

カ
国
以
上
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
予
防
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
日
本
で
は
近
ご
ろ
よ
う
や

く
ワ
ク
チ
ン
の
販
売
が
許
可
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ

の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
か
ら
多
く
見

つ
か
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16

型
と
18

型
の
２

種
類
の
感
染
を
ほ
ぼ
100

パ
ー
セ
ン

ト
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は
現
時
点
で
７
年
程
度
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
経

過
観
察
に
よ
り
さ
ら
に
延
長
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と
い

っ
て
絶
対
に
子
宮
頸
が
ん
に
な
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
な
い
ウ
イ
ル

ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
感

染
し
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
排
除
し
た
り
、

す
で
に
発
症
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

や
前
が
ん
病
変
の
進
行
を
遅
ら
せ
た

り
、
治
療
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

子
宮
が
ん
検
診
は
必
要
な
の
で
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
接
種
と
定

期
検
診
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
予
防
接
種
は
、
ま
だ
感
染
の
可

能
性
が
な
い
（
性
交
経
験
が
な
い
）

10

歳
以
上
の
方
が
最
も
効
果
が
高

ま
り
ま
す
。
性
交
経
験
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
期
待

で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
何
度
も
感
染
す
る

た
め
、
予
防
接
種
で
次
の
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
１
回
目
を
接
種
し

て
か
ら
１
カ
月
後
と
６
カ
月
後
の
計

３
回
行
い
ま
す
。
３
回
接
種
す
る
こ

と
で
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
た

め
、
キ
チ
ン
と
最
後
ま
で
接
種
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
販

売
開
始
か
ら
日
が
浅
い
た
め
、
医
療

機
関
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
っ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
医
療
機
関

へ
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
病
院
で
は
２
月
か
ら

予
約
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
料
金
は
３

回
分
で
お
よ
そ
４
万
３
千
円
で
す
。

詳
し
く
は
婦
人
科
外
来
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種

新城市民病院
　　　　婦人科

 　診療部長　出向洋人
で 　むかい ひ ろ 　と

新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
４
月
26
日

（月）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
胃
が
ん
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
 
 
 
 
 
 

300
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
 

500
円

お 問 い 合 わ せ

　
4
月
8
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
正
午

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
4
月
13
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

お
知
ら
せ

　
第
１
回
　
４
月
15
日

（木）

　
第
２
回
　
５
月
20
日

（木）

　
第
３
回
　
６
月
17
日

（木）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体

　
操
な
ど

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　
水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま

　
す
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も

　
可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

妊
娠
中
の
方
へ

　
４
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
の

妊
婦
健
診
受
診
券
の
内
容
が

か
わ
り
ま
す
。
既
に
受
診
券
を

交
付
さ
れ
た
方
は
残
っ
た
受
診

券
を
新
し
い
も
の
と
差
替
え
し

ま
す
の
で
各
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平成22年度　集団がん検診と今年度予定の検診の日程表
会　　場

自 己 負 担 金

対 　 　 　 象 実 施 期 間

元気はつらつ健康診査�       　19歳～39歳（男女問わず）　　　8～9月（2日間）　　　一般健康診査・骨密度測定・乳がん（超音波）・歯科健診

内 　 　 　 　 容

検 査 内 容 な ど

検 診 内 容 検 診 日 予約開始日 備　　　考

胃がん

大腸がん

子宮がん�

乳がん

前立腺がん

胃がん・大腸がん・前立腺がん

子宮がん・乳がん・大腸がん�

胃・子宮・乳・大腸・前立腺がん�

胃・子宮・大腸・前立腺がん

乳がん・大腸がん・骨粗鬆症

胃がん・大腸がん・前立腺がん

午前実施

子宮がん午前・乳がん１日実施�        

午前実施（乳がんのみ１日実施）

午前実施

１日実施

午前実施

胃がん・大腸がん
乳がん・子宮がん
前立腺がん�    

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

   
前立腺がん�

バリウムを飲んでレントゲン撮影

便の潜血反応検査（2日分の検便）※すべての検診日で回収可能です。

子宮入口（頸部）の細胞検査

マンモグラフィによるレントゲン撮影と医師の視触診

※40歳代の方は2方向のﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影を実施します。（そのほかの方は、従来通り1方向）

採血検査　※50歳以上の方が対象。単独受診できます。

�1,000円

 300円

 800円

 1,300円

 1,400円

 500円

　5月25日（火）

　7月19日（月）

　9月26日（日）

10月29日（金）

11月25日（木）

12月18日（土）

　2月10日（木）

　4月26日（月）

　5月17日（月）

　6月17日（木）

　8月21日（土）

　9月　4日（土）

11月　5日（金）

　7月20日（火）

　8月　9日（月）

　9月28日（火）

平成23年

4月5日（月）

午前実施（乳がんのみ１日実施）

9月1日（水）

受　付　中

4月5日（月）

4月5日（月） 午前実施

新城

保健センター

鳳来

保健センター

作手

保健センター

申し込みの注意点

�大腸がん検診のみをご希望の場合は、事前に最寄りの保健センターへ容器を取りに来てください。予約は要りません。

�申し込みは、希望の検診日の会場の保健センター（新城・鳳来・作手）へお願いします。�                                       

　ただし、同じ検診を複数の会場へ申し込むことはご遠慮ください。�                                       

�各検診（医療機関での受診も含みます）は、1人につき1年（4月～翌年3月）1回です。�                                       

　定員になり次第締め切ります。�                                       

�10月以降は、申し込みが集中します。なるべく早い日程での受診をお勧めします。�                                       

そのほかの検診のお知らせ（詳しくは今後の広報で随時お知らせします。）

1　女性特有がん検診推進事業の実施�                                    

　　対象年齢は4月1日現在で子宮がん（20・25・30・35・40歳）、乳がん（40・45・50・55・60歳）です。�                                   

 　　対象の方には、無料クーポン券と検診手帳を送付します。送付時期は夏ごろを予定しています。�                                   

2　医療機関のがん検診�

 　 胃がん・子宮がん・乳がん・肺がんは前年度同様実施予定です。�

3　そのほかの検診の予定

（40歳代の方）

※女性の健康診査と生活習慣病予防健診が元気はつらつ健診にかわります。※詳細は、6月号の広報でお知らせします。予約開始日は6月15日（火）からです。

け
い

●申
●所

●時●￥ ●内

●内

●申
●問

●時
●所
●受
●対

●内

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

●定 募集人員

日時・期間

場所・会場

受け付け

省略文字の見方

●持
●￥ 費用・会費

持ち物

●時

●申
●所

●申
●所

●時●対 ●内 ●申
●所

●時●対●持


